
『遁
世
述
懐
抄
』
所
収
漢
詩
に

つ
い
て
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仁
 

木
 

夏
 

実

 

は
じ

め
に

 

鎌
倉
時
代
中
期
東
大
寺
を
代
表
す
る
学
僧
に
宗
性

（
二
一
〇一
一
 

ー
一
二
七
八
）
が
い
る
。
藤
原
北
家
長
良

流
の
隆
兼
を
父
と
し
て

出
生
し
、
十
三
歳
で
入
寺
し
た
後
は
主
に
尊
勝
院
に
居
住
、
数
多

く
の
書
写
・
抄
出
作
業
を
行
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
東
大
寺
図

書
館
に
は
彼
の
自
筆
に
か
か
る
史
料
が
多
く
現
存
す
る
が
、
そ
の

中
心
は
「
倶
舎
論
」
 や
「
華
厳
経
探
玄
記
」
を
は
じ
め
と
す
る
内

典
の
抄
出
や
各
種
法
会
の
問
答
記
、
高
僧
伝
の
要
文
集
な
ど
、
教

学
研
究
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
有
名
な

「春
華
秋
月
抄
』
 や
 

「白
氏
文
集
要
文
抄
」
な
ど
直
接
内
典
と
は
関
わ
ら
な
い
も
の
も

ま
た
、
そ
う
し
た
法
会
で
用
い
ら
れ
る
表
白
や
願
文
製
作
の
た
め

の
要
句
の
抄
出
で
あ
り
、
い
っ
た
い
に
宗
性
自
筆
史
料
に
は
公
請
  

法
会
に
応
じ
て
僧
綱
昇
進
を
目
指
す
修
学
の
た
め
の
も
の
と
い
う

側
面
が
強
い
。
 

そ
う
し
た
中
に
、
宗
性
が
天
福
二
年
（

二
一
三
四
）
に
編
ん
だ
 

『遁
世
述
懐
抄
」
と

い
う
巻
子
一
軸
が
あ
る
。
書
名
に

「抄
」
と

付
く
た
め
か
、
こ
れ
ま
で
は
他
の
膨
大
な
修
学
の
た
め
ゆ
抄
出
書

に
紛
れ
、
取
り
立
て
て
言
及
さ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
施
、
こ
れ

は
宗
性
が
折
に
触
れ
て
書
写
し
た
書
状
と
漢
詩
を
ま
と
め
た
も
の

で
あ
る
。
稿
者
は
か

つ
て
こ
の
「
遁
世
述
懐
抄
」
所
収
の
 
「信

阿
」
と
い
う
作
者
名
を
持

つ
漢
詩
二
首
を
取
り
上
げ
て
考
察
し
、
 

こ
の
「
信
阿
」
が
『
和
漢
朗
詠
私
注
』
や
『
新
楽
府
略
意
」
な
ど

を
著
し
、

『平
家
物
語
」
 に
そ
の
活
躍
が
語
ら
れ
る
信
救
（
「和
漢

 

朗
詠
私
注
」
で
は
信
阿
、
木
曽
義
仲
の
右
筆
と
し
て
は
覚
明
と
名
乗
っ
て

 

②
 

い
る
）
で
な
い
か
と
推
定
し
た
。
小
稿
は
「
遁
世
述
懐
抄
」
所
収
 



の
漢
詩
の
う
ち
、
す
で
に
発
表
し
た
信
阿
詩
を
除
く
三
首
を
紹
介

 

③
 

す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
残
る
散
文
に

つ
い
て
は
別
稿
を
期
し

 

て
い
る
。
 

一
 
「遁
世
述
懐
抄
」
の
構
成

 

ま
ず
、
本
書
『
遁
世
述
懐
抄
」
の
全
体
の
構
成
に

つ
い
て
簡
単

に
ま
と
め
て
お
こ
う
。
各
文
書
に
は
小
稿
で
の
通
称
と
し
て
私
に

題
と
作
品
番
号
を
付
し
、
ま
た
、

［
］
内
に

執
筆
年
時
と
書
写

年
時
を
示
し
た
。
 

●

所
収
文
書

［
執
筆
年
時／
書
写
年
時
］
 

〇
表
紙

（
第
一
紙
）
 

①
実
禅
書
状

（
第
ニ
ー六
紙
）
 

［
建暦
三
（

一
二
一
一己
 
・
三
・
二
十
四
／

 

建
保
四
（
二
二

六
）
六
・
十
一
］
 

②
解
脱
房
貞
慶
書
状
（
第
七

・
八
紙
）
 

［建
久
三
（
一
一
九
二
）
頃／

 

建
保
三
（
一
二
一
五
）
 ・
七
・
四
］
 

③
藤
懇
真
七
言
十
韻

 

④
信
阿

「出
家
述
懐
臭
」
詩

 

⑤
信
阿

「
讃チ
中
才
子
詩
」
（以
上
第
九

・
十
紙
）
 

⑥
塵
巷
隠

「
無
題
」詩
（
第
十
一
・
士
一
紙
）
 

 

［
未
詳／
承
久
三
（
二
「
二
）
四
・

十
九
］
 

⑦
藤
原
基
良

「
春
日社
壇
述
懐
詩
」
（第
十
「
紙
）
 

［
建
暦
三
（
二
一
二
こ

・
正
月
下
旬
／

 

建
保
七
（

二
一
一
九
）・
四
・
十
五
］
 

⑧
藤
原
師
長
書
状

（
第十
四
紙
）
 

［
保元
元
（

一
一
五
六
）
・
七
・
三
十
／
未
詳
］
 

〇
巻
末
奥
書
（
第
十
五
紙
）
 

［
天福
二
（

二
一
三
四
）
 ・
九
月
下
旬
］
 

巻
末
の
奥
書
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
 

天
福
二
年
九
月
下
旬
於
東
大
寺
中
院
結
集
之
畢

 

散
在
之
書
披
見
有
煩
故
也
後
覧
之
輩
可
哀
其
志
実

 

華
厳
宗
末
学
大
法
師
宗
性
記
之

 

す
な
わ
ち
、
数
度
に
亘
っ
て
書
写
し
て
い
た
漢
詩
と
書
状
を
後

 

年
に
な
っ
て
宗
性
自
身
が
ま
と
め
た
も
の
と
知
ら
れ
る
。
 

③
、
④
、
⑤
は
個
々
の
書
写
奥
書
を
持
た
な
い
が
、
こ
れ
ら
は

 

第
九
紙
か
ら
（
回
塵
巷
隠
「無
題
」
詩
の
書
か
れ
て
い
る
第
十
一
紙

 

に
か
け
て
連
続
し
て
書
か
れ
て
お
り
、
文
字
も
類
似
し
て
い
る
こ

 

と
か
ら
、
⑥
塵
巷
隠

「無
題
」
詩
と
同
時
の
書
写
で
あ
り
、
⑥
の

 

後
に
見
え
る
書
写
奥
書

「
承
久
三
年
四
月
十
九
日
〈
酉
時
〉
於
東

 

大
寺
中
院
／
書
写
之
了
／
右
筆
宗
性
大
法
師
／
同
日
〈
戊
時
〉

一

 

交
了
」
は
、
③
か
ら
⑥
の
漢
詩
四
首
を
書
写
し
た
際
に
付
け
ら
れ
 

1
5
 



ニ
 
藤
懇
真
七
言
十
韻

 

項
日
、
以
請
被
罷
廃
街
、
塾
居
之
中
、
為
休
愁
腸
呈
七
言
十

韻
、
便
寄
諸
知
己

 

左
金
吾
衛
長
史
藤
懇
真

 

項
日
、
請
を
以
て
廃
衝
を
罷
せ
ら
れ
、
塾
居
の
中
、
愁
腸
を

 

休
め
ん
が
為
に
七
言
十
韻
を
呈
し
、
便
ち
諸
知
己
に
寄
す
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左
金
吾
衛
長
史
藤
懇
真

 

た
 

い
 か
ん

 

半
百
の
齢
閑
け

て
役
を
奈
何
せ
ん

 

測
に
臨
み
薄
き
を
履
み
て
風
波
に
陥

 

る
 

⑥

 

勤
め
は
疎
に
し
て
棟
署
に
職
を
停
め

 

ら
れ
 

と
が

 

撃
は
拙
く
し
て
李
曹
に
科
を
謝
し
難

 

し
 

雄
銀
は
腰
を
辞
し
て
壁
上
に
横
た
へ

 

た
い
く
わ
ん

 

芳
冠
は

首
を
厭
ひ
て
精
阿
に
掛
く

第
蔵
は
獲
落
と
し
て
妹
網
を
結
び

柴
戸
は
蒲
篠
と
し
て
雀
羅
を
張
る

 

う
る
ほ

 

室
に
妻
見
有
り
雨
に

君
ひ

て
臥
し

厨
に
煙
火
無
く
雲
を
見
て
過
ぐ
 

1
半
百
齢

閑
奈
役
何
 

2
臨

測
履
薄
陥
風
波
 

3
勤
疎

棟
暑
被
停
職
 

4
撃

拙
李
曹
難
謝
科
 

5
雄
銀
辞

腰
横
壁
上
 

6

芳
冠
厭
首
掛
精
阿
 

7
第
蔵

獲
落
結
妹
網
 

8
柴
戸
粛
篠
張

雀
羅
 

9
室
有
妻
見
露
雨
臥
 

1
0
 
厨
無
煙
火
見
雲
過

 

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
 

第
二
紙
か
ら
第
八
紙
に
か
け
て
と
、
第
十
四
紙
に
は
右
大
弁
宗

行
書
状
な
ど
八
枚
の
紙
背
文
書
が
あ
り
、
堀
池
春
峰
氏
「
東
大
寺

遺
文
」
第
八
巻
は
こ
の
紙
背
文
書
、
そ
し
て
各
文
書
の
奥
書
と
、
 

所
収
さ
れ
る
貞
慶
の
書
状
の
翻
刻
を
載
せ
る
。
こ
の
ほ
か
宗
性
の

 

詳
細
な
年
譜
研
究
で
あ
る
平
岡
定
海
氏
の
『
東
大
寺
宗
性
上
人
之

 

④
 

⑤

 

研
究
並
史
料
」
、
ま
た
「
宗
性
・
凝
然
写
本
目
録
」
に
お
い
て
も
、
 

無
論
『
遁
世
述
懐
抄
」
は
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
挙
げ
ら
れ
て
い

る
の
は
各
文
書
の
奥
書
の
み
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
書
自
体

の
紹
介
は
、

『
東
大
寺
遺
文
」
に
挙
げ
ら
れ
た
貞
慶
の
書
状
と
、
 

稿
者
が
以
前
紹
介
し
た
信
阿
詩
二
首
を
除
き
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん

ど
行
わ
れ
て
い
な
い
。
 

書
写
年
時
不
明
の
⑧
藤
原
師
長
書
状
を
除
け
ば
、
文
書
の
書
写

は
、
最
も
早
い
も
の
で
建
保
三
年
、
最
も
遅
い
も
の
で
も
承
久
三

年
、
宗
性
が
東
大
寺
に
入
寺
し
て
二
年
目
の
十
四
歳
か
ら
、
八
年

目
の
十
九
歳
に
か
け

て
の
時
期
に
あ
た
る
こ
と
と
な
り
、
現
在
知

ら
れ
る
史
料
の
な
か
で
も
宗
性
の
最
も
若
い
時
期
の
書
写
活
動
を

示
し
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
十
数
年
経
過
し
た
天
福
二
年
に
何
故
こ

れ
ら
の
文
書
が
ま
と
ま
ら
れ
た
の
か
、
と
い
う
点
に

つ
い
て
巻
末

の
奥
書
は

「
散在
の
書
、
披
見
に
煩
ひ
有
る
の
故
な
り
」
と
い
う

ば
か
り
で
あ
り
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
 



1
1
 
欲
干
寸
禄
飲
年
少
 

寸
禄
を
千
め
ん
と
す
る
も
飲
年
少
な

 

ノ
、
 

1
2
 
未
慰
端
憂
暇
日
多
 

1
3
 
元
亮
空
蹄
栽
晋
柳
 

1
4
 
伯
夷
長
去
忌
周
禾
 

1
5
 
不
唯
今
世
忍
貧
路
 

1
6
 
亦
恐
来
生
溺
愛
河
 

未
だ
端
憂
を
慰
め
ず
し
て
暇
日
多
し

 

元
亮
は
空
し
く
蹄
り
て
晋
柳
を
栽
へ

 

し
う
く
わ

 

伯
夷
は
長
く
去
り
て
周
禾
を
忌
む

 

唯
だ
今
世
に
貧
路
を
忍
ぶ
の
み
に
あ

ら
ず

 

亦
た
恐
る
来
生
に
愛
河
に
溺
れ
む
こ

と
を

 

悌
界
の
望
み
は
深
し
三
蔵
の
教
へ

 

さ
か
 

コ
 
い

 

帝
京
の
跡
を
僻
れ
り
五
臆
の
歌

 

築
華
は
夢
の
如
し
誰
か
能
く
保
た
ん

 

さ
も
あ
ら
ばあ
れ

 

遮
 
莫

放
遊
し
て
程
迦
に
礼
せ
ん

 

さ
き
に
掲
げ
た
書
写
奥
書
が
書
写
の
状
況
を
述
べ
る
だ
け
の
ご

く
簡
単
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
作
詩
の
契
機
、
作
者
な
ど
に
つ
い

て
は
作
品
自
体
か
ら
考
え
る
よ
り
ほ
か
な
い
。
 

ま
ず
詩
題
か
ら
見
て
ゆ
く
。
 

「
項
日
、請
を
以
て
廃
衝
を
罷
せ
ら
れ
、
塾
居
の
中
、
愁
腸
を

休
め
ん
が
為
に
七
言
十
韻
を
呈
し
、
便
ち
諸
知
己
に
寄
す
」
 

問
題
と
な
る
の
は

「
以請
」
 の
解
釈
で
あ
ろ
う
。
単
に
、
と
が
  

め
ら
れ
て
、
と
す
る
か
、
遠
方
へ
追
放
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
、
 

と
す
る
か
大
き
く
二
通
り
の
取
り
方
が
考
え
ら
れ
る
が
、
詩
題
か

ら
だ
け
で
は
判
断
が
困
難
で
あ
る
。
詩
の
内
容
を
見
た
上
で
再
考

す
る
こ
と
と
し
た
い
。
ど
ち
ら
に
せ
よ
罪
に
問
わ
れ
た
作
者
は
勤

め
を
解
か
れ
自
宅
に
龍
も
っ
て
お
り
、
そ
の
愁
い
を
慰
め
る
た
め

に
こ
の
七
言
十
韻
を
作
り
、
知
人
に
送
っ
た
と
い
う
。
七
言
十
韻

と
い
う
形
式
は
比
較
的
珍
し

い
が
、
「
本
朝
無
題
詩
』
 に
は
十
六

 

首
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
十
韻
に
限
ら
ず
排
律
が
多
い
の
は
同
時

 

⑦
 

代
詩
の
特
徴
の
ー
つ
で
あ
り
、
こ
の
詩
の
製
作
時
期
が

「
本朝
無

 

題
詩
」
 の
時
代
や
書
写
さ
れ
た
承
久
三
年
か
ら
さ
ほ
ど
離
れ
て
い

な
い
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
ー
つ
の
根
拠
と
な
る
。
 

さ
て
、
作
者
は
自
ら
を

「左
金
吾
衛
長
史
藤
懇
真
」
と
名
乗
る
。
 

金
吾
は
衛
門
府
、
長
史
は
尉
の
唐
名
で
あ
る
か
ら
、
官
は
左
衛
門

尉
で
よ
い
が
、
作
者
で
あ
る
藤
原
懇
真
な
る
人
物
に

つ
い
て
は
管

見
の
と
こ
ろ
合
致
す
る
人
物
を
未
だ
見
い
だ
し
得
て
い
な
い
。
学

生
の
字
、
偽
名
な
ど
の
可
能
性
を
含
め
て
検
索
を
続
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
詩
の
内
容
か
ら
も
作
者
の
経
歴
な
ど
に
つ
い
て
知

り
う
る
点
が
あ
る
の
で
、
確
認
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
第
一
聯
に
 

「
半百
の
齢
閑
け
て
役
を
奈
何
せ
ん
 
測
に
臨
み
薄
き
を
履
み
て

風
波
に
陥
る
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
作
者
の
年
齢
が
五
十
近
く
で

あ
り
、
薄
氷
を
履
む
に
等
し

い
危
険
を
冒
し
た
結
果
、
風
波
に
除
 
1
7
 

1
7
 
悌
界
望
深
三
蔵
教
 

1
8
 
帝
京
跡
僻
五
憶
歌
 

1
9
 
築
華
如
夢
誰
能
保
 

2
0
 
遮
莫
放
遊
礼
程
迦

 



え
ら
れ
る
よ
う
な
争

い
ご
と
に
巻
き
込
ま
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
 

そ
し
て
、
続
く
第
二
聯
に
は

「
勤
め
は
疎
に
し
て
棟
署
に
職
を
停

め
ら
れ
 
撃
は
拙
く
し

て
李
曹
に
科
を
謝
し

難
し
」
と
あ

り
、
 

「
競署
」
が
日
本
で
は
検
非
違
使
を
指
し
、
「
李曹
」
が
大
学
を

指
す
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
人
物
は
検
非
違
使
と
左
衛

門
尉
と
を
兼
任
す
る
大
学
寮
出
身
者
と
い
う
こ
と
と
な
る
。
「
李

曹
」
は
用
例
の
少
な

い
語
で
あ
る
が
、
中
原
（
大
江
）
広
元
「
請

殊
蒙
天
恩
被
罷
所

帯
左
衛
門
尉
検
非
違
使
状
」
（
「
吾
妻鏡
」
巻
十

二
・
建
久
三
年
三
月
二
日
条
）
に
、
 

右
広
元
去
年
四
月
一
日
任
明
法
博
士
左
衛
門
大
尉
。
即
蒙
検

非
違
使
宣
旨
。
三
箇
之
恩
、

一
所
不
耐
。
是
以
同
十
一
月
五

 

日
。
先
遁
杢
山
聞之
儒
職
、
慾
居
輔
署
之
法
官
。
 

⑧
 

と
あ
る
の
が
参
考
と
な
ろ
う
。
こ
こ
で
の
「
李
曹
之
儒
職
」
と
は

 

明
法
博
士
で
あ
り
、
李
曹
は
明
法
道
と

い
う
こ
と
に
な
る
が
、
良

く
知
ら
れ
て
い
る
通
り
、
こ
の
時
期
の
明
法
道
が
ほ
ぼ
中
原
家
と

坂
上
家
の
出
身
者
に
よ
っ
て
独
占
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
思
え
ば
、
 

「藤
懇
真
」
が
明
法
道
出
身
者
で
あ
る
と
は
考
え
に
く
く
、
紀
伝

道
出
身
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
 

宮
崎
康
充
氏
に
よ
れ
ば
検
非
違
使
尉
に
は
そ

の
性
格
の
違
い
に

よ
り
四
つ
に
大
別
さ
れ
、
紀
伝
道
出
身
の
左
右
衛
門
尉
か
ら
任
用

さ
れ
る
者
は
更
に
蔵
人
を
兼
ね
る
こ
と
が
多
く
、
「
蔵
人
尉
」
 や
  

「
上
の
判
官
」
と
呼
ば
れ
て
ほ
ぼ
常
時
在
職
し
て
い
た
と
い
、
切
。
 1
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そ
の
他
の
検
非
違
使
尉
が
、
明
法
道
出
身
者
、
実
際
の
警
察
活
動

 

に
関
わ
り
、
多
く
は
源
氏
、
平
氏
か
ら
登
用
さ
れ
る
「
追
補
尉
」
、
 

そ
し
て
使
庁
の
雑
事
に
従
事
す
る
「
非
成
業
検
非
違
使
」
の
三
種

 

で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
藤
原
懇
真
は
こ
れ
ら
の

 

う
ち
「
蔵
人
尉
」
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
 

第
三
聯
「
雄
銀
は
腰
を
辞
し
て
壁
上
に
横
た
へ
 
芳
冠
は
首
を

 

厭
ひ
て
措
阿
に
掛
く
」
 

剣
を
腰
よ
り
外
し

て
壁
に
横
た
え
、
冠
は
私
の
頭
を
嫌
う
（
か

 

の
よ
う
で
あ
る
か
ら
）
、か
き
ね
に
掛
け
て
お
く
。
 

武
官
で
あ
る
検
非
違
使
尉
を
罷
免
さ
れ
た
こ
と
を
言
う
。
『筆

 

海
要
札
」
巻
下

・
検
非
違
使
の
項
に
は
次
の
よ
う
な
類
例
が
挙
げ

 

ら
れ
て
い
る
。
 

謬
案
庸
隙
之
性
、
狼
恭
刑
辞
之
官
。
 

戴
芳
冠
而
髪
巳
衰
、
漸
理
秋
霜
之
千
茎
。
 

樹
鳳
剣
而
腰
空
疲
、
慾
帯
暁
水
之
三
尺
。
 

第
四
聯
「
第
蔵
は
獲
落
と
し
て
蝶
網
を
結
び
 
柴
戸
は
薫
篠
と

 

し
て
雀
羅
を
張
る
」
 

第
五
聯
「
室
に
妻
見
有
り
雨
に
君
ひ
て
臥
し
 
厨
に
煙
火
無
く

 

雲
を
見
て
過
ぐ
」
 

と
も
に
生
活
の
貧
し

さ
を
言
う
。
「
結
妹
網
」
と
「
張
雀
羅
」
 



は
家
屋
の
寂
し

い
形
容
。
 

荒
廃
し
た
住
ま
い
の
内
で
は
妻
子
が
雨
に
濡
れ
な
が
ら
寝
て
い

る
。
厨
に
は
食
事
の
支
度
を
す
る
煙
も
な
く
（
私
は
為
す
す
べ
も
な

く
）
雲
を
見
て
日
を
過
ご
し
て
い
る
。
 

第
六
聯
「
寸
禄
を
干
め
ん
と
す
る
も
除
年
少
な
く
 
未
だ
端
憂

を
慰
め
ず
し
て
暇
日
多
し
」
 

僅
か
な
俸
禄
を
求
め
よ
う
と
は
思
う
が
余
生
は
短
い
。
い
ま
だ

気
も
紛
れ
ず
何
事
も
手
に
付
か
な
い
日
を
送
っ
て
い
る
。
 

第
十
一
句
は
勿
論

「論
語
」
為
政
篇
「
子
張
学
引
樹
」
に
基
づ

い
て
お
り
、
第
十
二
句
は
謝
荘
 
「月
賦
」
（
「文
選
」
巻
十
」
こ
 の
 

「
陳王
初
喪
応
劉
、
端
然
憂
愁
、
以
矧
酬
困咽
。
」
を
踏
ま
え
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。
続
く
第
七
聯
「
元
亮
は
空
し
く
帰
り
て
晋
柳
を

栽
へ
 
伯
夷
は
長
く
去
り
て
周
禾
を
忌
む
」
 で
は
元
一nR
と
伯
夷
と

い
う
二
人
の
著
名
な
人
物
が
引
き
合
い
に
出
さ
れ
、
句
題
詩
で
言

え
ば
腰
句
、
す
な
わ
ち
多
く
典
故
に
基
づ
い
た
表
現
が
求
め
ら
れ

る
部
分
に
当
た
ろ
う
が
、
こ
の
第
六
聯
も
ま
た
は
っ
き
り
と
名
を

挙
げ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
子
張
、
陳
王
（
曹
植
）
を
あ
や
ま
た

ず
想
起
さ
せ
る
典
拠
を
有
し
て
い
る
。
 

元
亮
は
陶
淵
明
の
字
（
名
と
す
る
説
も
あ
る
）
。「
五
斗
米
の
為
に

腰
を
折
る
こ
と
能
は
ず
」
と
喝
破
し
て
官
を
な
げ
う
ち
帰
郷
、
自

宅
前
に
柳
を
植
え
、
五
柳
先
生
と
称
し

て
隠
居
し
た
こ
と
は
有
名
  

で
あ
り
、
王
朝
人
の

ー
つ
の
憧
れ
で
あ
っ
た
。
伯
夷
は
段
の
孤
竹

 

君
の
子
。
弟
の
叔
斉
と
王
位
を
譲
り
合
っ

て
国
を
出
、
周
に
身
を

 

寄
せ
た
が
、
周
の
武
王
が
段
を
討
と
う
と
し
た
の
を
い
さ
め
て
聞

 

か
れ
な
か
っ
た
の
で
首
陽
山
に
隠
れ
、
周
の
食
物
を
拒
ん
で
餓
死

 

し
た
と
い
う
。
い
ず
れ
も
節
を
守
っ
て
隠
れ
た
人
物
に
我
が
身
を

 

重
ね
る
。
「
薄
き
を
履
」
ん
で
罪
に
問
わ
れ

て
い
る
身
で
は
あ
る

 

が
、
彼
に
と
っ
て
そ
れ
は
決
し
て
不
名
誉
な
こ
と
で
は
な
く
節
を

 

守
っ
た
結
果
と
認
識
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

第
八
聯
以
降
、
詩
は
仏
教
的
な
色
彩
を
濃
く
す
る
。
 

「
唯
だ今
世
に
貧
路
を
忍
ぶ
の
み
に
あ
ら
ず
 
亦
た
恐
る
来
生
に

 

愛
河
に
溺
れ
む
こ
と
を

 

悌
界
の
望
み
は
深
し
三
蔵
の
教
へ
 
帝
京
の
跡
を
僻
れ
り
五
臆
の

 

歌
 

築
華
は
夢
の
如
し
誰
か
能
く
保
た
ん
 
遮
莫
 
放
遊
し
て
程
迦
に

 

礼
せ
ん
」
 

今
生
の
貧
苦
だ
け
で
な
く
、
来
世
で
再
び
愛
欲
に
溺
れ
る
こ
と
を

 

怖
れ
、
仏
の
教
え
に
す
が
り
、
「
五
臆
の
歌
」
を
歌
い

つ
つ
都
を

 

遠
く
離
れ
よ
う
と
言
う
。
「
五
臆
の
歌
」
と
は
五

つ
の
 「
臆」
（
嘆

 

息
の
声
）
を
用
い
て
人

間
の
悲
嘆
を
詠
じ
た
歌
。

「
後
漢
書
」
巻

 

八
十
三
、
梁
鴻
伝
が
伝
え
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
梁
鴻
が
洛
陽
を

 

訪
れ
た
際
に
詠
じ
、
粛
宗
は
こ
れ
を
非
と
し
た
も
の
の
、

つ
い
に
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梁
鴻
は
捕
ら
え
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
世
の
栄
華
の

移
ろ
い
や
す
さ
に
、
ま
ま
よ
、
さ
ま
よ
い
歩
い
て
仏
に
仕
え
よ
う
、
 

と
詩
は
結
ば
れ
る
。
こ
こ
で
想
起
さ
れ

る
の
が
、
詩
題
の
 
「
以

請
」
の
解
釈
で
あ
る
。
自
ら
官
を
棄
て
て
帰
郷
し
た
陶
淵
明
、
帝

位
を
逃
れ

て
山
に
隠
れ
た
伯
夷
に
自
分
を
な
ぞ

ら
え
、
さ
ら
に
 

「
五
臆
の
歌
」
 の
故
事
を
引
い
て
都
を
離
れ
よ
う
と
述
べ
る
こ
の

作
者
が
流
罪
に
な
っ
た
と
は
考
え
に
く
く
、
単
に
罪
に
問
わ
れ
て

塾
居
中
で
あ
る
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
 

1
0
 一
生
易
過
未
能
還
 

1
1
 
今
逢
知
己
雛
同
志
 

1
2
 
憶
老
褐
葱
作
散
班

 

こ
と
を
得
ん
や
 

〈
上下
句
同
意
歎
〉
 

一
生
は
過
ぎ
易
し
未
だ
還
る
こ
と
能

 

は
ず

〈
上
下
の
句
同
意
か
〉
 

今
知
己
に
逢
ひ
て
志
を
同
じ
う
す
と

 

難
も

 

老
い
を
憶
ひ
て
濁
り
葱
ず
散
班
と
作

 

る
こ
と
を

 

20 

詩
題
が
欠
け

て
い
る
が
、
内
容
か
ら

見
て
前

に
書
か
れ

た
⑤
 

「
讃
チ
中才
子
詩
」
に
続
く
も
の
で
は
な
く
、
宗
性
の
書
写
の
段

階
で
す
で
に
失
わ
れ
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
こ

で
は
仮
に

「
無題
」
詩
と
し
て
お
く
。
作
者
』
塵
巷
隠
」
に

つ
い

て
は
未
詳
。
「朝
市
隠
」
と
い
う
語
が
あ
る
が
、
そ
れ
と
同
様
に

俗
界
に
あ
る
隠
者
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
第
十
二
句
に

「
老
い

を
憶
ひ
て
濁
り
暫
ず
散
班
と
作
る
こ
と
を
」
と
あ
り
、
老
い
て
散

位
と
な
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ

る
し
、
第
一
聯

「
天
下
安
寧
に
し
て
人
に
楽
有
り
 
之
が
為
に
定

め
て
識
る
関
の
堅
か
ら
ざ
る
を
」
、
平
穏
な
社
会

の
様
子
に
関
所

の
取
り
締
ま
り
も
ゆ
る
や
か
で
あ
ろ
う
と
す
る
判
断
や
、
第
二
聯
 

「
千
秋
影
を
篤
す
嶋
明

の
水
 
万
歳
馨
を
停
ふ
姑
射
の
山
」
、
漢
 

三
 
塵
巷
隠

「
無
題
」
詩
 

塵
巷
隠

 

1
天
下
安
寧
人

有
楽
 

天
下
安
寧
に
し
て
人
に
楽
有
り

 

2

為
之
定
識
不
堅
関
 

之
が
為
に
定
め
て
識
る
関
の
堅
か
ら

 

ざ
る
を

 

3
千
秋
篤
影

幌
明
水
 

千
秋
影
を
罵
す
嶋
明
の
水

 

4
万
歳
停
馨

姑
射
山
 

万
歳
馨
を
博
ふ
姑
射
の
山

 

5
斜
日
龍
林
松

色
薄
 

斜
日
林
に
寵
り
て
松
色
薄
し

 

6
平

砂
満
地
鶴
眠
閑
 

平
砂
地
に
満
ち
て
鶴
眠
閑
か
な
り

 

7
晩

望
不
極
風
煙
底
 

晩
望
は
極
ま
ら
ず
風
煙
の
底

 

8

宿
運
可
迷
木
房
間
 

宿
運
は
迷
ふ
べ
し
木
鷹
の
間

 

い
か
で

 

9
回

廊
如
馳
争
得
駐
 

回
廊
は
馳
せ
る
が
如
し

争

か
駐
ま
る
 



の
武
帝
が
昆
明
国
討
伐
の
た
め
に
水
軍
の
練
習
を
し
た
と
い
う
昆

明
池

（
に除
え
ら
れ
る
池
）
は
千
年
も
の
長
き
に
わ
た
っ
て
（
湖
面

を
乱
す
こ
と
な
く
）
物
影
を
映
し
出
し
、
仙
人

の
住
む
と

い
う
姑

射
山

（
のよ
う
な
山
）
か
ら
は
長
久
を
祝
う
万
歳
の
声
が
聞
こ
え

て
く
る
（
万
歳
の
声
の
よ
う
な
風
が
吹
い
て
く
る
）
、と
い
う
発
想
、
 

漢
武
帝
の
故
事
に

発
す

る
 
「
幌
明
水
」
（
「
嶋
」
は「
昆」
に
通
じ

る
）
や
院
御
所
の
比
喰
と
し

て
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
 
「
姑
射

 

山
」
と
い
っ
た
語
の
選
択
も
、
俗
世
と
の
関
わ
り
を
断
っ
た
人
物

 

⑩
 

の
そ
れ
と
は
考
え
に
く
い
。
 

第
三
聯
で
述
べ
ら
れ
る
の
は
今
身
を
置
く
風
景
の
趣
で
あ
る
。
 

「
斜
日
林
に
龍
り
て
松
色
薄
し
 
平
砂
地
に
満
ち
て
鶴
眠
閑
か
な

り
」
、
タ
日
が
林
の
中
に
差
し
込
ん
で
き
て
松

の
色
も
明
る
く
ぼ

ん
や
り
と
し
て
お
り
、
地
に
は
砂
が
敷
き
詰
め
ら
れ
そ
こ
で
は
鶴

 

が
静
か
に
眠
っ
て
い
る
、
と
い
う
情
景
は

「
本朝
無
題
詩
」
な
ど

 

⑩
 

で
愛
好
さ
れ
た
山
寺
の
描
写
な
ど
に
類
似
し
た
表
現
が
あ
る
。
際

 

だ
っ
た
特
色
を
持

つ
も
の
で
は
な
い
が
、
こ
こ
ま
で
の
三
聯
の
眼

目
は
天
下
、
山
水
、
そ
し
て
さ
ら
に
身
近
な
風
景

と
三
段
階
に

亘
っ
て
繰
り
返
し

「
安寧
」
が
語
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
次
第

に
視
界
を
狭
め
て
ゆ
き
、
そ
の
流
れ
を
さ
ら
に
進
め
る
か
た
ち
で

第
四
聯
か
ら
自
身
の
内
省
に
入
る
、
と
い
う
構
成
は
巧
み
で
あ
る
。
 

し
か
し
、
作
者
の
心
中
は
周
囲
の
安
寧
と
は
程
遠
い
。
 

第
四
聯
「
晩
望
は
極
ま
ら
ず
風
煙
の
底
 
宿
運
は
迷
ふ
べ
し
木

鷹
の
間
」
。
「
晩望
」
と
は
通
常
タ
方
の
景
色
を
言
う
が
、
見
通
し

が
効
か
な
い
の
は
風
や
霧
に
遮
ら
れ
た
景
色
だ
け
で
は
な
い
だ
ろ

う
。
定
め
ら
れ
た
運
命
も
ま
た
、
「
木鷹
の
間
」
に
到
ろ
う
と
惑

い
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
木
房
の
間
」
と
は
、
『荘
子
」
 に
語

ら
れ
る
寓
話
に
基
づ
く
言
葉
。
木
に
は
役
立

つ
所
の
あ
る
も
の
が

伐
ら
れ
、
役
に
立
た
な
い
も
の
が
か
え
っ
て
繁
茂
す
る
と
い
う
こ

と
が
あ
り
、
反
対
に
肩
に
は
よ
く
鳴
く
も
の
が
生
き
な
が
ら
え
、
 

鳴
か
な
い
も
の
が
殺
さ
れ
る
よ
う
に
、
災
い
を
避
け
る
に
は
有
能

と
無
能
の
中
間
に
居
る
の
が
最
も
良
い
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ

る
。
し
か
し
、
そ
の
「
木
鷹
の
間
」
と
い
う
処
世
の
道
に
行
き
着

く
こ
と
す
ら
困
難
を
伴
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
迷
い
は
続

く
第
五
聯
「
回
廊
は
馳
せ
る
が
如
し
争
か
駐
ま
る
こ
と
を
得
ん
や

一
生
は
過
ぎ
易
し
未
だ
還
る
こ
と
能
は
ず
」
、
決
し
て
留
ま
る
こ

と
な
い
時
の
流
れ
へ
の
感
慨

へ
と
つ
な
が
っ
て
ゆ
く
。
そ
れ
は
第

十

一
句
「
今
知
己
に
逢
ひ
て
志
を
同
じ
う
す
と
難
も
」
、
友
人
と

志
を
共
に
し
て
い
て
も
、
第
十
二
句
「
老
い
を
憶
ひ

て
濁
り
懸
ず

散
班
と
作
る
こ
と
を
」
、
歳
長
け
て
な
お
も
散
位
に
あ
る
自
分
の

境
遇
を
恥
じ
る
と
い
う
、
孤
独
感
と
な
っ
て
作
者
を
苛
む
の
で
あ

る
。
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四
 
藤
原
基
良

「
春
日
社
壇
述
懐
詩
」
 

春
日
結
 
春
日
社
壇
述
懐
詩
 

先
仙
韻

 

銀
青
光
禄
大
夫
基
 

1
遅

々
春
日
社
壇
蓬
 

遅
々
た
る
春
日
社
壇
の
透

 

⑩
 

も
つ
ば
 

2
暮
賓
早

成
欽
仰
専
 

暮
奏
早
く
成
り
て
欽
仰
専
ら

な
り
 

3
皇
津

由
来
随
貴
賎
 

皇
津
は
由
来
貴
賎
に
随
ひ

 

な
に
 

ょ
 

⑩
 

4

神
恩
縁
底
有
頗
編
 

神
恩
は
底
に
縁
つ
て
か
頗
偏
有
ら
ん

 

し
よ
せ
ん
 

5
且
千
怨

積
二
旬
後
 

且
千
の
怨
は
積
る
二
旬
の
後
 

6
沈
陸

涙
飲
隻
袖
前
 

沈
陸
の
涙
は
除
る
隻
袖
の
前
 

7
唯
願

和
光
垂
照
見
 

唯
願
は
く
は
和
光
照
見
を
垂
れ
さ
せ

 

た
ま
へ
 

8

微
官
空
散
歎
終
年
 

微
官
空
散
と
し
て
終
年
を
歎
く
 

【
書
写
奥
書
】
 

今
此
詩
者
、
建
暦
」
犀
正

月
下
旬
之
比
、
尊
勝
院
／
僧
都
御
坊
、
 

春
日
御
社
御
参
寵
之
時
、
或
俗
／
作
此
詩
置
寵
門
丑
寅
之
角
。
而

／
此
人
下
向
之
後
、
僧
都
御
坊
取
寄
翰
墨
、
於
／
寵
門
之
前
書
寓

之
了
。
チ
時
作
者
不
知
／
誰
人
。
後
尋
之
、
忠
良
大
納
言
殿
御
子

三
位
中
／
将
基
良
云
々
／

 

建
保
七
年
四
月
十
五
日

〈
巳時
〉
於
東
大
寺
中
院
／
書
寓
之
了
 

2
2
 

花
厳
宗
沙
門
宗
性
 
生
年
十
八
 
夏
騰
六
廻

今
此
の
詩
は
、
建
暦
三
年
（
二

二
一
こ

正
月
下
旬
の
比
、
 

尊
勝
院
僧
都
御
坊
、
春
日
御
社
御
参
寵
の
時
、
或
俗
此
の
詩

を
作
り
て
寵
門
の
丑
寅
の
角
に
置
く
。
し
か
る
に
此
の
人
下

向
の
後
、
僧
都
御
坊
翰
墨
を
取
り
寄
せ
て
、
龍
門
の
前
に
て

こ
れ
を
書
寓
し
了
ん
ぬ
。
時
に
作
者
誰
人
な
る
か
を
知
ら
ず
。
 

後
に
こ
れ
を
尋
ぬ
る
に
、
忠
良
大
納
言
殿
の
御
子
、
三
位
中

将
基
良
な

り
云
々
。
建
保
七
年
（

二
二
九
）
四

月
十
五
日
 

〈
巳時
〉
東
大
寺
中
院
に
お
い
て
こ
れ
を
書
寓
し
了
ん
ぬ
。
 

花
厳
宗
沙
門
宗
性
 
生
年
十
八
 
夏
脇
六
廻

 

冒
頭
に

「
春
日結
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は

「春
日
社
」
 の
書
き

損
じ
と
思
わ
れ
る
の
で
、
以
下
の
考
察
で
は
省
略
す
る
。
 

こ
の
詩
に
つ
い
て
は
比
較
的
詳
し

い
書
写
奥
書
が
付
せ
ら
れ
て

お
り
、
作
者
「
銀
青
光
禄
大
夫
基
」
の
素
性
を
含

め
た
作
詩
の
状

況
が
明
ら
か
で
あ
る
。
 

す
な
わ
ち
、
こ
の
詩
は
建
暦
三
年
（

二
一
二
こ
正

月
下
旬
頃
、
 

⑩
 

あ
る
俗
人
が
春
日
社
の
能
門
に
詩
を
書
き
置
い
た
も
の
を
参
寵
し

 

て
い
た
尊
勝
院
僧
都
が
書
写
し
た
も
の
で
、
そ
の
時
に
は
そ
の
俗

人
が
誰
で
あ
る
の
か
分
か
ら
な
か
っ
た
が
、
後
に
調
べ
て
み
る
と
 



大
納
言
藤
原
忠
良
息
、
三
位
中
将
基
良
で
あ
っ
た
と
い
、切
。
尊
勝

院
僧
都
は
宗
性
の
師
で
あ
っ
た
当
時
の
尊
勝
院
院
主
道
性
で
あ
ろ

う
。
入
寺
以
前
の
出
来
事
で
は
あ
る
が
、
宗
性
の
身
近
で
起
こ
り
、
 

当
時
は
よ
く
知
ら
れ
た
逸
話
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
 

作
者
の
藤
原
基
良

（
一
一
八
六
ー
一
ニ七
六
）
は
忠
良
の
長
男
。
 

母
は
正
二
位
権
大

納
言
藤
原
実
国

の
女
。
建
久
八
年
（

一
一
九

七
）
に
元
服
、
従
五
位
下
に
叙
せ
ら
れ
、
左
少
将
、
左
中
将
を
経

て
建
暦
三
年
正
月
に
は
二
十
八
歳
、
散
位
従
三
位
で
あ
っ
た
。
そ

の
基
良
が
氏
社
で
あ
る
春
日
社
に
書
き
置
い
た
詩
と
は

一
体
ど
の

よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
内
容
を
見
て
い
こ
う
。
 

第

一
聯

「
遅
々
た
る
春
日
社
壇
の
透
 
暮
奏
早
く
成
り
て
欽
仰

専
ら
な
り
」
 

春
の
日
の
長

さ
を
 
「
遅
々
」
と
表
現
す
る
こ
と
は
早
く
「
詩

経
』
か
ら
見
ら
れ
る
。
白
居
易
新
楽
府
「
騒
宮
高
」
に
も
「
和
漢

朗
詠
集
」
に
収
め
ら
れ
て
人
口
に
胎
災
し
た

「
掴矧
側
春
「
団
、玉

発
暖
今
温
泉
溢
。
」
の
句
が
あ
り
、
平
安
時
代
の
漢
詩
文
に
も
し

 

ば
し
ば
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
て
、
発
想
自
体
は
そ
れ
ほ
ど
目
新
し

 

⑩
 

い
も
の
で
は
な
い
が
、
こ
こ
で
の
工
夫
は
 
「
春
の
日」
と
 
「
春
日

 

社
」
と
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。
「
遅
々
」
 に
よ
っ
て

自
然
に
引
き
出
さ
れ

た
 
「
春
日
」
 は
 
「
社
壇
」
 に
続
く
こ
と
に

よ
っ
て
 「
春
の
日
」
と
 
「
春
日
社
」
と
の
二
重
の
意
味
を
響
か
せ
  

る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
後
に
例
を
挙
げ

る
が
、
「
春
の
日
」
 

と
「
春
日
社
」
を
掛
け
る
と
い
う
発
想
は
和
歌
に
多
く
見
ら
れ
、
 

本
詩
の
工
夫
も
そ
こ
か
ら
学
ば
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
 

第
二
聯
「
皇
洋
は
由
来
貴
賎
に
随
ひ
 
神
恩
は
底
に
縁
つ
て
か

 

頗
偏
有
ら
ん
」
 

帝
の
恩
恵
は
も
と
よ
り
身
分
の
高
低
に
よ
る
が
、
神
の

い
つ
く

 

し
み
に
は
ど
う
し
て
偏
り
が
あ
ろ
う
か

（
い
や
、
身
分
に
関
わ
ら
ず

 

平
等
に
与
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
）
。
 

「
縁底
」
左
傍
に

「
ナ
ニ
ョ
ツ
テ
カ
」
と
訓
み
の
注
記
が
付
さ

 

れ
て
い
る
。
 

第
三
聯
「
且
千
の
怨
は
積
る
二
旬
の
後
 
沈
陸
の
涙
は
除
る
隻

 

袖
の
前
」
 

二
十
（
年
の
月
日
）
を
経
て
怨
み
は
数
多
く
積
み
重
な

り
、
人

 

の
世
に
埋
も
れ
て
い
る
憂
い
の
涙
に
両
袖
も
ひ
ど
く
濡
れ
そ
ぼ
つ

 

の
で
あ
る
。
 

「
且
千」
は
数
量
の
多
い
さ
ま
を
言
う
。
観
智
院
本

「
類
衆名

 

義
抄
」
（悌
上
四
十
四
ウ
）
に
 「
チ
チ
ハ
カ
リ
」
 の
訓
が
付
せ
ら
れ

 

て
い
る
。
「
沈
陸
」
は
 
「
陸沈
」
と
同
じ

く
、
人
が
世
の
中
に
埋

 

も
れ
て
い
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
「
陸沈
」
 に
比
べ
て
用
例
は
少

 

な
い
が
、
こ
の
詩
と
同
時
代
の
「
猪
隈
関
白
記
紙
背
詩
懐
紙
」
に

 

は
 
「
詩
笹
独
泥
浅
才
士
、
沈
陸
愁
深
未
発
栄
」
（平
親
輔
「
冬
日
同
 
2
3
 



賦
雪
嘆
津

中
。
各
分

】
字詩
〈
探
得
清
字
〉
」
）
のよ
う
な
例
が
散
見

さ
れ
る
。
「
且千
」
 の
対
と
し

て
み
る
と
、
六
に
通
じ
る
 
「
陸」
 

が

「
千」
 の
対
と
な
っ
て
お
り
、
対
語
と
し
て
の
意
識
は
払
わ
れ

て
い
る
。
 

第
四
聯
「
唯
願
は
く
は
和
光
照
見
を
垂
れ
さ
せ
た
ま
へ
 
微
官

空
散
と
し
て
終
年
を
歎
く
」
 

た
だ
願
わ
く
は
神
よ
私
に
真
実

の
教
え
を
示
し
た
ま
え
。
（私

は
）
取
る
に
足
ら
な
い
官
に
あ
り
人
生
を
歎
い
て
い
る
。
 

要
す
る
に
、
天
皇
の
恵
み

の
乏
し
い
我
が
身
を
嘆
き
、
氏
神
で

あ
る
春
日
の
神
の
加
護
を
依
り
頼
む
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
不
遇
感
を
基
良
が
露
わ
に
し
た
の
は
何
故
か
。
こ
の
直
前

の
除
目
に
注
目
す
る
と
、
基
良
は
昇
進
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
異

母
弟
で
あ
る
家
良

（
一
一
九
ニ
ー
一
二
六
四
）
が
右
中
将
に
加
え
て

備
中
権
守
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
（
「
公卿
補
任
」
）
。
 

あ
る
い
は
こ
の
こ
と
が
作
詩
の
原
因
の

ー
つ
と
な
っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
家
良
は
忠
良
の
次
男
。
正
二
位
権
大
納
言
藤
原
定

能
の
女
を
母
と
し
、
基
良
に
遅
れ
る
こ
と
三
年
の
正
治
二
年
（
一

一
一
〇
〇
）
に叙
爵
さ
れ
て
後
、
順
調
に
昇
進
を
続
け

て
い
た
。
一
一

人
は
と
も
に
若
く
し
て
藤
原
定
家
の
門
弟
と
な
り
、
後
鳥
羽
院

・

順
徳
天
皇
の
歌
壇
に
参
加
し
て
い
た
が
、
後
年
『
新
撰
六
帖
題
和

歌
」
を
主
催
し
、
『万
代
和
歌
集
」
「
続
古
今
和
歌
集
」
の
編
纂
な
  

ど
に
も
関
わ
っ
た
家
良
の
方
が
歌
人
と
し
て
の
評
価
は
高
か
っ
た
 

2
4
 

ら
し
く
、
そ
れ
も
作
用
し
て
か
昇
進
に
お
い
て
も
基
良
は
家
良
に

圧
倒
さ
れ

つ
つ
あ
っ
た
。
建
暦
元
年
（

二
一
二
）
、
と
も
に
従
三

位
と
な
り
、
基
良
と
肩
を
並
べ
た
家
良
の
任
備
中
権
守
が
基
良
に

与
え
た
衝
撃
は
決
し
て
小
さ
く
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
基
良
が
春
日
社
に
参
詣
し
て
我
が
身
の
不
遇
を
嘆
い
て
い
た

丁
度
そ
の
頃
、
家
良
は
後
鳥
羽
上
皇
の
法
勝
寺
修
正
会
御
幸
の
供

奉
（
「明
月
記
」
建
保
元
年
正
月
十
三
日
条
）
、宮
中
踏
歌
節
会

へ
の

参
加
（
「同
」
同
月
十
六
日
条
）
な
ど
官
人
と
し
て
多
忙
な
日

々
を

過
ご
し
て
お
り
、
そ
の
両
者
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
本
詩
第
三
句
の

よ
う
な
、
や
や
激
し
い
表
現
に
投
影
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
の
で
あ
る
。
 

藤
原
氏
の
氏
神
で
あ
る
春
日
社
に
、
氏
全
体
の
、
そ
し
て
氏
人

で
あ
る
自
ら
の
繁
栄
を
祈
願
す
る
の
は
こ
の
時
代
広
く
見
ら
れ
る

発
想
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
後
年
に
な
る
が
寛
喜
三
年
（

二
三
二

）
、
 

藤
原
定
家
は
老
体
を
押
し
て
春
日
社
に
参
詣
し
て
宿
願
で
あ
る
任

 

⑩
 

中
納
』
1
『
を
祈
り
、
そ
の
思
い
を
詠
じ
て
い
る
。
ま
た
、
「
よ
に
し

 

づ
み
て
侍
け
る
こ
ろ
、
春
日
の
冬
の
祭
に
幣
立
て
け
る
に
、
お
ぼ

え
け
る
こ
と
を
み
て
ぐ
ら
に
書
き
付
け
侍
け
る
」
と
い
う
詞
書
を

持
つ

 

か
れ
は
つ
る
藤
の
末
葉
の
か
な
し
き
は
た
だ
は
る
の
ひ
を
た
 



の
む
ば
か
り
ぞ
 

（
「詞
花
集
」
三
三
八
 
藤
原
顕
輔
）
 

を
始
め
、
和
歌
で
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
。
し
か
し
、
漢
詩
文
に
お

 

い
て
は
そ
も
そ
も
春
日
社
に

つ
い
て
述
べ
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
現

 

の
 

存
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
意
味
で
本
詩
は
極
め
て
珍
し
い
も
の
で
あ

 

る
。
ま
た
、
こ
の
和
歌
で
は
 
「
は
る
の
ひ
」
、
即
ち
春

の
日
、
が

春
日
の
神
と
掛
け
ら
れ

て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
例
も
先
面
す
る
、
 

ま
た
同
時
代
の
和
歌
に
類
例
を
見
出
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
そ

の
よ
う
な
和
歌
的
な
発
想
に
よ
る
詩
が
歌
人
と
し
て
知
ら
れ
る
基

 

良
に
よ
っ
て
詠
じ
ら
れ
た
点
も
興
味
深
い
。
基
良
は

「和
漢
兼
作

 

の
 

集
』
 に

一
聯
を
残
し
て
お
り
、
和
漢
兼
作
で
あ
っ
た
こ
と
は
こ
れ

 

ま
で
も
知
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
こ
に
、
詠
詩
の
状
況
か
ら
し
て
も
、
 

表
現
に
お
い
て
も
、
き
わ
め
て
和
歌
的
な
発
想
に
よ
る
漢
詩
一
篇

が
加
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
 

ま
た
、
こ
の
詩
に
は
詩
題
の
下
に

「先
仙
韻
」
と
い
う
韻
を
示

す
注
記
が
あ
り
、
翻
刻
で
は
省
略
し
た
が
、
本
文
一
字
ご
と
の
右

傍
に
は

「平
」
、
「
他
」
、「
々
」
 の
文
字
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
冒

頭
の
一
句
を
例
と
し
て
挙
げ
る
。
 

平
 
々
 
他
 
4
 
平
 
み

 

遅
々
春
日
社
壇
透

 

こ
れ
は
勿
論
平
灰
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
基
良
が
付
し
た
も

の
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
春
日
社
龍
門
に
詩
を
書
き
置
く
と
い
う
、
 

明
ら
か
に
他
見
を
予
想
し
て
の
行
為
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
の
で
は
な
  

い
だ
ろ
う
か
。
前
の
塵
巷
隠

「無
題
」
詩
に

「
上
下句
同
意
歎
」
 

と
い
う
、
明
ら
か
に
読
者
に
よ
る
注
が
付
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
と

も
考
え
合
わ
せ
る
と
、
基
良
の
詩
を
書
写
し
た
人
物
に
よ
っ

て
付

せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
宗
性
で
あ
る
か
は
不
明
で
あ

る
が
、
詩
に

つ
い
て
は
初
学
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
 

お
わ

り
に

 

以
上
、
『遁
世
述
懐
抄
』
所
収
③
藤
懇
真
七
m
lロ十
韻
、
⑥
塵
巷

隠

「無
題
」
詩
、
⑦
藤
原
基
良

「
春
日
社
壇
述
懐
詩
」
 の
三
首
の

漢
詩
に

つ
い
て
簡
単
な
紹
介
を
試
み
た
。
⑦
を
除

い
て
は
作
者
も

作
詩
の
状
況
も
明
ら
か
で
は
な
く
、
内
容
に

つ
い
て
推
測
せ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
部
分
も
あ
る
が
、
い
く
つ
か
の
特
色
は
明
ら
か
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
 

ま
ず
、
⑥
「
無
題
」
詩
に
見
え
る
『
本
朝
無
題
詩
』
と
の
措
辞

の
類
似
や
、
⑦
「
春
日
社
壇
述
懐
詩
」
の
「
沈
陸
」
 の
ょ
う
な
特

異
な
語
葉
の
使
用
と
い
っ
た
表
現
的
な
面
、
ま
た
、
い
ず
れ
も
対

句
を
多
用
す
る
律
詩
、
排
律
で
あ
る
よ
③
が
二
十
句
、
⑥
が
十
一
一

句
、
⑦
が
八
句
ー
と

い
う
詩
型
の
点
に
お
い
て
も
三
首
は
平
安
時

代
後
期
以
降
の
漢
詩
文
の
特
色
を
豊
か
に
示
し
て
い
る
。
加
え
て
、
 

塾
居
中
の
述
懐
、
身
の
不
遇
を
春
日
社
に
訴
え
た
和
歌
的
な
漢
詩

な
ど
、
特
異
な
状
況
下
で
詠
じ
ら
れ
た
漢
詩
は
、
と
も
す
れ
ば
類
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型
的
の
一
言
で
落
着
し
て
し
ま
い
が
ち
な
、
こ
の
時
期
の
漢
詩
文

に
対
す
る
印
象
に
、
些
細
で
は
あ
る
が
良
い
意
味
で
の
刺
激
を
与

え
る
も
の
だ
ろ
う
。
よ
り
史
料
に
即
し
た
点
で
は
、
⑦
に
付
せ
ら

れ
た
平
灰
を
示
す
「
平
」
 「他
」
と

い
う
注
記
は
管
見
の
と
こ
ろ

他
に
類
例
を
見
な
い
も
の
で
あ
り
、
僧
坊
で
の
漢
詩
受
容
の
様
子

を
示
す
一
史
料
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
 

ま
た
、
こ
れ
ら
俗
人
の
詩
が
青
年
期
の
宗
性
に
よ
っ
て
書
写
さ

れ
て
い
た
と
い
う
点
も
重
要
で
あ
る
。
所
収
文
書
中
、
宗
性
が
書

写
す
る
に
到
っ
た
経
緯
を
記
す
の
は
①
と
⑦
、
南
都
と
の
ゆ
か
り

が
十
分
に
推
測
さ
れ
る
も
の
は
②
と
⑧
に
す
ぎ
な
い
（
い
ず
れ
も

当
時
南
都
に
居
た
人
物
に
宛
て
た
書
状
で
あ
る
）
。残
り
の
四
首
そ
れ

ぞ
れ
が
ど
の
よ
う
に
し
て
宗
性
の
手
に
渡
っ
た
の
か
は
明
ら
か
で

は
な
い
が
、
従
来
、
官
僧
と
し
て
の
修
学
的
性
格
と
い
う
点
か
ら

考
察
さ
れ
る
こ
と
の
多
か
っ
た
宗
性
の
書
写
作
業
に
新
た
な

一
面

を
付
け
加
え
る
も
の
と
言
う
こ
と
が
出
来
る
。
 

註
 

①
 
山
崎
誠

「
学
侶
と
学
問
」
（
「説
話
の
講

座
3
 
説
話

の
場
ー
唱

導

・
註
釈
ー
 

一
九
九
二
、
勉
誠
社
）
で
は
、
宗
性
の
抄
記
と
彼
の

参
加
し
た
寺
内
論
議
、
公
請
法
会
を
年
ご
と
に
ま
と
め
た
表
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
が
、
「遁
世
述
懐
抄
」
 は
「
華
厳
宗
論
議
抄
」
 や
「
春

華
秋
月
抄
」
ら
と
と
も
に

「
そ
の
他
の
抄
」
 の
項
に
収
め
ら
れ
て
い
  

る
。

「遁
世
述
懐
抄
」
を
単
独
で
取
り
上
げ
た
も
の
と
し
て
は
、
わ
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ず
か
に
阿
部
泰
郎
氏
が

「唱
導
に
お
け
る
説
経
と
説

教
師
ー
澄
憲
 

「釈
門
秘
鎗
」
を
め
ぐ
り
て
ー
」
（
「伝
承
文
学
研
究
」
第
四
五
号
、
 

一
九
九
六
）
の
注
で

「
中
世
に普
遍
化
す
る
ク
遁
世
4
と
い
う
人
間

 

の
在
り
方
」
 の
例
と
し
て
名
を
挙
げ
て
お
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。
 

②
 

「
信
阿小
考
ー
】
（大
寺
図
書
館
蔵
「
遁
世
述
懐
抄
」
所
収
漢
詩
を

 

中
心
に
ー
（
「
国
語
と
国
文
学
」
第
七
九
巻
第
四
号
、
二
〇
〇
ニ
ー
 

四
）
 

③
 
簡
単
に
説
明
を
加
え
て
お
く
。
①
は
か

つ
て
興
福
寺
の
僧
で
あ
っ

 

た
実
禅
な
る
人
物
が
家
族
や
師
僧
に
宛
て
た
書
状
で
、
新
出
史
料
と

 

思
わ
れ
る
も
の
。
②
は
解
脱
房
貞
慶
が
笠
置
山
に
隠
棲
す
る
際
に
叔

 

父
の
覚
憲
に
残
し
た
有
名
な
書
状
。
「
日
本思
想
大
系
 
鎌
倉
奮
悌

 

教
」
（
一
九
七
一
、
岩
波
書
店
）
所
収
「
愚
迷

発
心
集
」
収
載
書
目

 

解
題
に
お
い
て
、
田
中
久
夫
氏
に
よ
り
、
祐
成
本
「
愚
迷
発
心
集
」
 

別
冊
、
お
よ
び

「習
見
聴
諺
集
」
（
実
暁
記
）
巻
】
に
同
文
が
収
め

 

ら
れ
て
い
る
こ
と
の
指
摘
が
あ
る
ほ
か
、
「渓
嵐
拾
葉
集
」
巻
百
十

 

一
に
ほ
ぼ
同
文

（但
し
、
後
半
に
増
補
が
見
ら
れ
る
）
が
載
る
。
⑧

 

は
「
保
元
物
語
」
や
「
鰹
源
抄
」
に
も
収
め
ら
れ
る
、
妙
音
院
藤
原

 

師
長
が
保
元
の
乱
の
後
、
配
流
に
際
し
て
祖
父
忠
実
に
送
っ
た
書
状

 

で
あ
る
。
 

④
 

一
九
五
八
年
初
版
発
行
、
臨
川
書
店

 

⑤
 

一
九
五
九
年
、
東
大
寺
図
書
館

 

⑥
 

「
暑
」
は
「
署
」
に
通
じ
る
。
こ
こ
で
は
通

行
の
表
記
に

従

い
 

「署
」
 に
改
め
る
。
 

⑦
 
本
間
洋
一
「
「
本
朝
無
題
詩
」
 の
詩
型
と
脚
韻
」
（
「
同
志社
女
子

 

大
学
学
術
研
究
年
報
」
第
四
十
四
巻
N
、
 一
九
九
二
）
 



⑧
 
こ
の
他
、
陽
明
文
庫
所
蔵
「
兵
範
記
」
紙
背
文
書
の
官
職
申
文
 

（吉
田
早
苗
「
「
兵範
記
」
紙
背
文
書
に
み
え
る
官
職
申
文
（
上
）」
 

（
「
東
京
大学
史
料
編
纂
所
報
」
 二
三
、
 一
九
八
八
）
の
翻
刻
に

拠
っ
た
）
中
、
仁
安
三
年
正
月
付
の

「
明
法
道
請
奏
」
に
は
「
李曹

之
交
早
旧
、
拾
蛍
之
勤
漸
積
」
と
い
う
句
が
見
え
、
こ
こ
で
も
「
李

曹
」
が
指
す
の
は
明
法
道
で
あ
る
。
 

⑨
 

「鎌
倉
時
代
の
検
非
違
使
」
（
「
書
陵部
紀
要
」
第
五
一
号
、

一
九

九
九
）
 

⑩
 
山
崎
誠

「
〈翻
〉
安
居
院
唱
導
資
料
纂
輯

（
三
）ー
国
立
歴
史
民

俗
博
物
館
蔵
「
筆
海
要
津
」
翻
刻
並
び
に
解
題
」
（
「調
査
研
究
報

告
」
十
四
、
 一
九
九
三
）
が
あ
る
。
今
回
は
写
真
版
を
見
る
機
会
に

恵
ま
れ
た
の
で
、
そ
れ
に
よ
り
確
認
し
た
。
 

⑩
 

「
本朝
新
修
往
生
伝
」
 の
序
に

「干
時
仁
平
元
年
臓
月
一
日

o
朝

市
隠
藤
宗
友
序
。」
と
あ
る
ほ
か
、
「
柱
史
素為
朝
劇
隠
 
嶺
雲
莫
厭

有
浮
名
」
（
「
本朝
無
題
詩
」
巻
八
・
五
三
三
 
藤
原
敦
光

「
遊
長
楽

寺
」
）
の
よ
う
な
例
も
あ
る
。
 

⑩
 
類
似
し
た
表
現
に

「
右
九重
城
南
、
万
年
懸
裏
。
築
山
以
擬
畑
射
、
 

貯
水
以
模
『
」崩
「
。蓋
是
往
日
経
始
之
離
宮
、
今
時
笹
覧
之
勝
境
也
。」
 

（
「本
朝
続
文
粋
」
巻
十
二
 
藤
原
敦
光

「
鳥
羽勝
光
明
院
供
養
願

文
」
）
、「
な
ほこ
の
院
の
け
し
き
有
様
、
旧

d
聞
関
側
剥
団
国
劃
「矧

つ
た
へ
、
池
り
刑
幻
」引
劇
り
影
割
澄
」
利u司
、
ま
ち
と
り
て
奉
り
給

ひ
き
」
（
「今
鏡
」
 す
べ
ら
ぎ
上

・
初
春
）
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
 

「
千
秋
」の

「
水」
、
「
万歳
」
 の

「
山」
の
対
は
菅
原
為
長
の
「
文

鳳
抄
」
 巻
三
「
勝
地
」

の
項
に
も
 
「
千
秋
水

〈万
歳
山
 
万
歳

亭
〉
」と
あ
り
、
「剤
州
記
」
な
ど
が
典
拠
と
し
て
引
か
れ
て
い
る
。
 

⑩
 

「
苔
地
露
寒
養怨
切
、
松
門
日
落
鶴
唄
閑
」
（
「
本朝
無
題
詩
」
巻
  

十
・
七
二
八
 
藤
原
茂
明

「
山
寺即
事
」
）
、「
山
帯
斜
陽欄
影
測
、
 

水
衝
乱
石
谷
声
余
」
（
「
同」
巻
八

・
五
五
二
 
藤
原
宗
光

「
秋日
長

楽
寺
即
事
」
）な
ど

 

⑩
 
原
文
「
賓
」
と
す
る
が
、
内
容
よ
り
「
奏
」
 に
訂
す
る
。
 

⑩
 
原
本

「編
」
と
す
る
が
、
内
容
よ
り
「
偏
」
 に
訂
す
る
。
 

⑩
 
た
だ
し
、
「
龍
門
」
は
未見
の
言
葉
。
中
門
の
楼
門
を
指
す
か
。
 

治
承
の
造
替
時
に
現
在
の
形
式
に
改
め
ら
れ
た
と
さ
れ
る
中
門
は
、
 

東
西
に
五
間
ず
つ
の
御
廊
、
さ
ら
に
西
御
廊
が
北
折
し
た
北
御
廊
を

持
つ
。
こ
れ
ら
御
廊
で
は
参
寵
や
読
経
が
行
わ
れ
、
時
に
神
と
の
交

流
が
行
わ
れ
る
場
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
。
門
下
も
ま
た
そ
れ
と

同
様
に
認
識
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
、
「
春日
験
記
」
巻
七

「
経
通卿

が
事
」
は
、
蔵
人
頭
を
辞
退
さ
せ
ら
れ
た
経
通
が
建
暦
二
年
正
月
に

春
日
に
参
龍
し
、
夜
は
楼
門
の
下
で
神
楽
を
う
た
い
、
笛
を
吹
い
た

と
す
る
。
果
た
し
て
そ
の
後
、
後
鳥
羽
上
皇
の
夢
枕
に
誰
と
も
知
れ

ぬ
人
物
が
現
れ
、
何
故
経
通
を
蔵
人
頭
に
還
補
し
な
い
の
か
と
上
皇

を
責
め
た
た
め
、
経
通
は
蔵
人
頭
に
還
補
さ
れ
た
と
い
う
。
経
通
が

蔵
人
頭
を
止
め
ら
れ
た
こ
と
、
建
暦
二
年
に
還
補
さ
れ
た
こ
と
は
史

実
で
あ
り
、
そ
れ
が
春
日
社
へ
の
象
罷
と
楼
門
で
の
祈
り
の
功
徳
で

あ
っ
た
と
当
時
み
な
さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
基
良
の
行
動
に
与
え

た
影
響
を
考
え
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
神
社
廻
廊
や
門
が
果
し
た
祭

儀
空
間
と
し
て
の
役
割
に
つ
い
て
は
、
松
尾
恒
一
 「神
社
廻
廊
の
祭

儀
と
信
仰
ー
春
日
社
御
廊
を
中
心
と
し
て
ー
」
（薗
田
稔
・
福
原
敏

男
編
「
神
社
史
料
研
究
会
叢
書
皿
 
祭
札
と
芸
能
の
文
化
史
」
二
〇

〇
三
、
思
文
閣
出
版
）
を
参
考
と
し
た
。
 

⑩
 
こ
の
年
の
院
最
勝
講
の
様
子
を
伝
え
る
記
事
に

「
道性
〈
尊
勝
院

 

法
眼
〉」
と
見
え
る
（
「明
月
記
」
五
月
三
日
条
）
。「
東大
寺
尊
勝
院
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記
追
加
」
 に
は
こ
れ
に
先
立

つ
建
暦
二
年
に

「
花厳
之
教
」
を
噌
む
 

「
一宗
之
長
」
と
し
て
権
大
僧
都
、
さ
ら
に
そ
れ
以
前
に
は
権
少
僧

都
を
望
む
道
性
の
奏
状
が
残
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
時
、
道
性
は

尊
勝
院
院
主
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
権
少
僧
都
で
あ
っ
た
。
 

⑩
 
本
詩
と
年
代
の
近
い
も
の
で
は
、
「
春
剛側
『
川巳
睡
眠
、
碧
紗
窓

裡
翠
簾
前
」
（
「
本朝
無
題
詩
」
巻
四

・
二
〇
四
 
藤
原
忠
通

「
春
日

即
事
」
）
、「
剤
司m運
川
何
賞
翫
、
鳥
音
花
色
興
相
双
」
（
「猪
隈
関
白

記
紙
背
詩
懐
紙
」
第
四
函
第
二
十
号
（
 6
5
 
）
 
大
江
周
房
「
春
日
陪

書
閣
即
事

〈勤
〉
」
）な
ど
が
あ
る
。
 

⑩
 
実
際
に
は
平
親
輔
の
詩
に
頻
出
す
る
、
と
言
っ
た
方
が
正
確
で
あ

る
。
「猪
隈
関
白
記
紙
背
詩
懐
紙
」
に
は
六
十
首
あ
ま
り
の
親
輔
の

詩
が
残
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
の
中
に

「沈
陸
」
は
九
例
、
「
陸沈
」
 

は
五
例
を
数
え
、
他
の
人
物
に
は
ほ
と
ん
ど
こ
れ
ら
の
用
例
は
見
ら

れ
な
い

（作
者
不
明

の
も
の
に

「
陸
沈
」
 の
一
例
が
あ
る
）
。
同
詩

懐
紙
は
建
久
七
年
（

一
一
九
六
）
か
ら
元
久
元
年
（

二
一
〇
四
）
の

作
文
の
記
録
と
さ
れ
て
お
り
、
親
輔
も
建
保
三
年

（
一
二
一
五
）
十

二
月
二
十
二
日
に
出
家
し

て
い
る
（
「
公
卿
補
任
」
同
年
条
）
か
ら
、
 

本
詩
に
は
や
や
先
行
す
る
も
の
の
ほ
ぼ
同
時
代
の
作
と
言
っ

て
よ
い
。
 

⑩
 

「明
月
記
」
寛
喜
三
年
八
月
十
九
日
条
。
な
お
、
こ
の
参
詣
に

つ

い
て
は

藤
川
功
和
「
「
明
月
記
」
 の
表
現
ー
（
喜
三
年
春
日
社
参
詣

記
事
を
中
心
に
ー
 
（
「明
月
記
研
究
」
第
五
号
、
二
〇
〇
〇
）
に
詳

し
い
。
 

②
 

「
定
春
日
祭
使
井
従
類
寄
宿
寺

家
近
辺
領
地
不
可
用
魚
鳥
饗
僕

事
」
（
「
本朝
続
文
粋
」
巻
十
一
）
、
「
春
日
堂
唯
識
会
表
白
」
（
「
本朝

文
集
」
巻
五
十
八
）
な
ど
数
例
で
あ
る
。
 

⑩
 
漢
詩
で
は
大
江
匡
衡
の
「
春
日
野
行
」
（
「
江
吏部
集
」
巻
上
）
が
 

「
春
の
日
」
と
春
日
野
を
掛
け
て
い
る
も
の
と
す
る
指
摘
が
あ
る
程
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度
で
あ
る
（
木
戸
裕
子

「
江
吏部
集
試
注

（十
一
）
」
「文
献
探
究
」
 

四
一
、
ニ
〇
〇
三
）
が
、
和
歌
で
は

「
み
か
さ
山
こ
だ
か
き
藤
の
う

ら
ば
に
は
わ
き
て
は
る
日
も
先
や
さ
す
ら
ん
」
（
「
林葉
集
」
巻
六

・

九
五
四
）
、
「
春
日
社
に
よ
み
た
て
ま
つ
り
け
る
百
首
歌
の
中
に
」
と

い
う
詞
書
を
持

つ
飛
鳥
井
雅
経
の
長
歌

「
あま
の
は
ら
 
ふ
り
さ
け

あ
お
ぐ
 
春
の
日
の
 
光
あ
ま
ね
く
 
て
ら
す
世
に
…
」
（
「新
千
載

和
歌
集
」
巻
十
八

・
二
一
三
五
）
な
ど
の
多
く
を
数
え
る
。
中
で
も
 

「
竪義
の
請
の
ぞ
み
け
る
僧
の
申
文
の
お
く
に
か
き
つ
け
」
た
と
い

う
「
春
の
日
の
ひ
か
り
も
し
ら
で
露
ふ
か
き
谷
の
松
こ
そ
年
お
い
に

け
れ
」
（
「基
俊
集
」
 二
一
二
）
は
状
況
か
ら
も
本
詩
に
近
い
も
の
と

言
え
る
。
な
お
、

こ
れ
ら
の
例
を
参
考
に
す
れ
ば
、
第
七
句
中
の
 

「和
光
」
 に
も
神
仏
の
恩
愛
に
加
え
て
、
春
日
の
日
の
光
と
い
う
意

味
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
良
い
だ
ろ
う
。
 

⑩
 

「和
漢
兼
作
集
」
巻
三

・
春
下
に

「
春
曙歴
覧
」
と
い
う
題
に
よ

る
一
聯
「
南
澗
花
紅
々
郷
燭
 
西
湖
水
碧
々
瑠
璃
」
が
収
め
ら
れ
て

い
る
。
 

（
大谷
大
学
任
期
制
助
手
）
 

〔
付
記
〕
 

末
筆
な
が
ら
、
貴
重
な
資
料
の
閲
覧
及
び
翻
刻
の
掲
載
を
お
許
し
頂

 

い
た
東
大
寺
図
書
館
に
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
る
。
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